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ごあ いさつ 

一言 御 あ いさつさせて 頂きます。 

先づ ，前回の学術学議の 登録に当たり ， 私 ，会長と致しまして 手続 き 上の遅延のため ，道学会 

は学術会議の 登録団体として 認可されず，連絡団体として 止まっておりました。 これはひとえに 

  

私の責任であ り，会員の皆様にも 多大の御迷惑をおかげ 致し，申しわげない 事と存じて居りまし 

ナ， Ⅰ O 

極めて喜ばしい 事に，麦蝉幹事長以下の 御骨折りにより ，今回，学術会議より ，正式の登録 団 

体 として認める 旨 ，報告が御座屈ました。 ここに会員の 皆様にお知らせすると 共に，事務的な 折 

衝に多大の労力を 費して下さいました 学会事務局の 方々を始めと 致しました関係各位に 厚く御礼 

申しあ げる次第です。 

今年度の大きな 懸案になっておりました ，私達の学会誌， Development Growth and Diff 巳 

rentiation の海外頒布の 件に関しましては ，今年度総会で 会員諸兄姉の 御 賛同を得ました 後， 安 

増 幹事長以下当該の 委員の方咬を 中心に，学会 セ ソタ 一 並びに アカヂ ミックプレスと 折衝して 参 

りました 0 このたび，正式の 契約が成立することになり ，来年度 よ り， D. G. D の海外での 頒 

布は ， A. P. が積極的 E 拡大してゆく 方針です。 私と致しましては ， これを一の ステ " プとし 

て， 益々 D.G.D の声価を海外に 流布できればと 考えて居る次第です。 契約までの御足労に 対し 

て ，関係各位に 厚く御礼申しあ げると共に，会員諸兄姉の 益々の D.G.D への 御 支援をお願い 申 

しあ げます 0 

本年度は，岡田節人国際発生生物学会会長をリーダーとする 第 10 回国際発生生物学会がロス・ 

アンジ，ルスで 8 月の初めに開らかれ ， 目木から多数の 会員が参加され ，その活躍は 極だったも 

のがあ ったと存じます。 日本発生生物学会といたし 立して大変 御 同慶の至りと 存じて居ります。 

昭和 60 年 11 月 

会長 加 藤 淑 裕 

第 mg 回大会の御案内 

第 19 回の大会を， 1986 ボ ・ 5 月 15 日 ( 木 ), 16 日 ( 金 ), 17 日 ( 土 ) の 3 日間，筑波大学・ 大学会館 

( 茨城県新治郡 桜村 ) で行 う ことになりました。 一般演題 ( 口演およびポスタ 一 ) と ワークシ， 

" プ などの企画を 募集しています。 詳細はすでにお 送り致しました 別紙大会案内をご 覧下さい。 

多数の会員の 御参加をお待ちしております。 

筑波大学生物科学系 

第 19 回大会準備委員会 

委員長 波 逼 浩 
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第 10 回国際発生生物学会議を 終って 

第 10 回の国際発生生物学会の 会議をロス ・アソジェル ス で開催しました 節は，非常に 多くの 

日本からの参加を 頂き学会の責任者として 私から心からお 礼を中上げます。 会議主催者の Dr. 

SlaVkin も，かくも多数の 日本人の参加のあ ったことを非常に 喜んでおり，改めて 日本の研究の 広 

がりと，この 学会への大きな 関心に感銘を 受けておりました。 私が，この学会の 会長として勤め 

る 任期もあ と 9 ケ 月を残すのみとなっておりますが ，日本の方々がかくも 本学会の行事に 関心を 

寄せられ，かつ 支持して頂いていることを 現実に実感し 大変に嬉しく ぽ 、 っております。 

この機会に私の 日本の発生研究者に 対しての希望を 二つ端的に記させて 頂 ざます。 第一は ，わ 

が 国の研究のレベルを 質と量についての 客観的な自己評価です。 もし， 国 単位でい 5 ならば， ア 

パ リ ヵ 合衆国を除けばわが 国ほど多数の 研究者のあ る国は他にはあ りますまい。 このことは単に 

今回の会議がロス・アソ ジ ，ルスという 割合近接の地で 開催されたので ，参加者がアメリカ 会衆 

国 についで多かったからというのではあ りません。 どの面からしても 疑 う 余地のない客観的な 事 

実であ ります。 その質についてはどうであ りましようか ?  どの研究も，なんらかの 意味でオリ 

ジナルであ り，すべてが 揃ってあ るレベルに達したことを 私たちはやっています。 このことも客 

観的にみて事実であ ります。 

しかし，残俳なことながら 真に突出したというべ き 研究の数は少ないのであ ります。 つまり多 

くの研究者が 国際的に関心をもち ，現在の状況に 応じてその急速な 展開を競っているような テ一 

マ について，わが 国の研究者なしには 進みに支障のあ るような例が 多くはみられないのは 事実だ 

といわざるを 得 ません。 この点について ，今後の努力を 期待しましょう。 若い世代の方の 研究の 

推進は必須です。 しかしながら ，ボスの方々が 自らの過去の 栄光にとらわれることなく ，自らと 

一心同体のものとして 若い世代の方の ， 新しいアプローチを 促進することがより 基本的だと 届 け 

のですが   0 
第二は，今回の 会議においてそのことが 明らかにされています よう に，いわゆる 開発途上国の 

研究者の発生研究への 関心が顕著に 増大していることであ ります。 わが国の研究のレベルを 考え 

るとき，私たちのころした 方々への責任は 重大だといわざるを 得 ません。 特に，日本という 国の 

地理的位置を 考慮するとこのような 世界的傾向に 対して，私たちのもつ 役割は大きいと 思います。 

どうも私たちは 外国とか国際とかいうと 学びとる方向ばかりに ，余りにも長くならされてぎまし 

た 。 逆の方向の経験は 殆んどないのです。 これから私たちが 目指さなければならない ，真にオリ 

ジナルな突出した 研究とい 5 ようなものも ，学ぶことと ，学んでもら ぅ ことと両面の バラソス の 

とれた活動があ ってこそ実現し 得ると思うのですが 一 。 ここ 一 ，二年間に中国とイソ ド とが， そ 

れぞれの国で 初めてのことですが 発生研究についての 国際的な会合の 開催をします。 わが国の研 

免者が ， p ス ・アソ ジ ，ルスの会議と 同じく，これらの 会合に関心を 寄せられる ょ ， 5, 現在の私 

の 立場からお願い 致します。 

来年 8 月以後の 4 年間は，国際発生生物学会の 会長は，フラノ ス の LeDou ㎡ n 夫人が就任さ 
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RNA を注入し，突然変異体と 同じ形質発現を 行なわせるこ 円ま， 他のグループが Nature 誌で発 

表ずみだが，脊椎動物の 発生過程に用いて 成功した話は ， 私の知る限りこれが 初めての報告だと 

は、 う 。 もっとも， Gilvla らは牛の レソズ ギャ " プ ジャンクシ， ソ 遺伝子の ア ソチセンス RRNA, そ 

れ もたったの 14mer の合成ヌクレオチドをゼノパスの 割球に ぅ って，レンズだ け 欠損したおたま 

じゃくしができたという 報告をしたわげで ， 合 ひとつその真偽のほどを 疑 う 人もいる 0 が，とにも 

かくにも， ア ソチセンス RNA を発生初期の 個体性微量注入し ，それに対応する 遺伝子の発現 ぜげ 

をおさえる手法は ，今後の発生生物学の 研究に欠かせない 技術になることは 間違いないといえる。 

も う ひとっは， Gehrine の発表の中でみられたもので ，彼は発表の 最初に奈良の 大仏のスライ 

ドを映し，その 後に台座にいる 8 本足の蝶を見せ ，日本には古代から homeoticmutant の記載 

があ ったという余裕のあ る発表を行なったが ，発表の最後に ，緑の縞紋様に 染まる シ 。 ウジ， ウ 

バェ胚を見せてしめくくった。 これは，頭が ftz 遺伝子，胴体が P-gal 遺伝子というキメラ 遺伝 

子を P ヱ レメントで導入し ， ftz 遺伝子の発現が ， stage.space 特異的であ ることを示したもの 

だが，その結果の 表現の見事さに ，改めて P-gal 遺伝子活用の 威力が印象づげられた。 この 肝 gal 

遺伝子を用いる 手法は，簡単かつ 迅速で美しいとい 5 三拍子揃った 手法であ り，今後，発生生物 

学研究の分野で 重宝されることは ，これまた間違いないといえる。 

今大会は参加者 900 人中約 70 人までを日本人が 占め，日本の 発生生物学者の 海外進出を強く 印 

象づげた大会だったといえる 0 しかし，残俳ながら ， パ イソシソポジウムでのスピーカーは 竹 両 

雄彼氏一人という 寂しさであ った。 仝後，日本においても ，発生生物学の 発展に大きく 貢献する 

ような独創的研究が 次から次へと 伸びていくことが 望まれる。 

最後に， 成茂 寄付金に よ る I SDB 参加旅費援助に 心から感謝し ，私自身の発表においても 大 

きな成果が得られたことを 報告し終わりにしたいと 思います。 

金谷記念号の 編集を終えて 

平 木 幸 男 

昨年 2 月 13 日に亡くなられた 金谷晴夫博士を 記念して DGD に記念号を出すことは 昨年 5 月の 

編集委員会，運営委員会で 決定されました。 編集委員としては 平本幸男，片桐千明，岸本 健雄 ， 

毛利秀雄，長浜嘉章， Thomas E. Schroeder, 白井浩子，山名清隆の 8 名が選ばれ，委員長は 

私が務めることになりました。 記念 号 には第 27 巻第 3 号をあ て，金谷博士に 研究分野の近い 方々 

の 論文約 20 篇をのせることにしました。 編集委員が相談して ，国内国外あ わせて 20 名余りの方々 

に 投稿の依頼をした 結果， Wg 篇の論文が掲載されて 本年 7 月に刊行されました。 この間，投稿の 

遅れなどによって 発行が予定日より 2 ケ 月も遅れ，山名編集主幹をはじめ DGD の編集発行にあ 

たられる方々にたいへん 御 迷惑をかけ，また 会員の方々に 会誌がとどくのが 遅れたことをおわび 

申し上げます。 しかしそれ以外の 点では大過なく 記念 母 が完成したことで ，私どもとしてはひと 

安心しています。 記念 号 編集にあ たっては委員の 方々 ， 特に投稿の依頼， 督速 ，その他投稿者と 

の 連絡などにお 骨折いただいた 長浜嘉幸氏，覚国人への 投稿の依頼や 英文の校閲などの 点で多大 
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の 直力むいただいた Thomas E. Schr0eder 氏，追悼 文 をお書きいただいた 毛利秀雄氏， DGD 

編集主幹としてさまざまな 点でお世話になった 山名清隆氏に 心からお礼申し 上げます。 
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員の名前を示します ( 敬称略 ) 。 

青木清，上野俊一，内田照章，江上信雄，岡田節人，片桐千明，越田 豊 ，小林英司，佐藤英 美 ， 

増山正雄，関口 晃 日高橋景一，日高敏隆，平本幸男，丸山工作，森田腔道，吉田正夫 0 

学術会議は本年 7 月 22-24 日の総会，部会にひきつづき ， 10 月 日にも総会および 部会を 

開いて第 13 期の活動計画を 決定し，これにそって 活動を開始しました。 活動計画の内容について 

は 学術会議の広報委員会がまとめた 記事 ( 本号掲載 ) をごらん下さい。 

研 連を含めての 学術会議の最も 重要な役割のひとつは 科学老を代表してその 意志を行政当局に 

伝え，それが 学術体制，研究費，国際学術交流などさまざまな 面の施策に反映してもら 5 ことに 

あ ると思います。 学術会議が発足した 当初はその勧告や 意見がかなりの 程度まで行政に 反映され 

ていましたが ，その後行政当局との 間の相互信頼が ぅ すれて勧告もとりあ げられるものが 少なく 

なり，いっぱ 5 科学者側の学術会議ばなれがおきて 今回の改革の 原因にもなりました 0 新しい制 

度で出発した 学術会議としては ，行政当局と 科学者の両方に 対して 夫 なわれた信頼関係を 回復し， 

本来の役割を 有効にはたすことが 重要であ ると考え，今後この 点について着実に 努力してゆく つ 

もりです。 新しい制度では 会員や研 連 と個々の科学者との 関係は学協会を 通して従来よりも 密接 

になる よう 定められています。 日本発生生物学会会員の 皆様はこの ょう な点を理解されて 日本学 

術会議をもり 立てていただきたいと 望んでおります。 

平 本 幸 男 ( 第 13 期日本学術会議会員 ) 

新しい袋に新しい 酒を 

一一日本学術会議第 98 回総会 ( 臨時 ) 報告 - 一一 

日本学術会議広報委員会 

第 13 期会員は，登録学術研究団体を 基礎とする推薦制度に 基づく最初の 学術会議会員であ る。 

この新しい第 13 期会員に よ る初めての総会一第 98 回総会一が， 7 月 22, 23, 24 の 3 日間， 本 会議 

講堂で開かれた。 

0  三役選出 

22 日 ( 月 ), 午前中の新会員任命 式 に続いて， 13:00 から三役，すなわち 会長及び 両 副会長の選 

出 が行われた。 ( 当選が決まるためには 過半数の票が 必要で， 自由投票 3 回で決まらない 場合に 

は， 3 回目の上位 2 人を候補者として 決戦投票を行 5 内規になっている。 ) まず会長選挙が 行わ 

れ，第 1 回目は近藤次郎第 5 部会員を始め 20 名近くが選ばれ ， 2 回目， 3 回目とも過半数をとる 

者がなく，近藤会員と 八十島義之助第 5 部会員の決戦投票となった。 有効投票数 196 票のうち近 

藤会員 138 票・八十島会員 RS 票 とい 5 開票結果で，近藤次郎会員が 第 m3 期日本学術会議会長に 選 

ばれた。 続いて人文科学部門の 副会長の選挙に 移り， 2 回目の選挙で 中川秀本篇 1 部会員が選ば 

れた。 自然科学部門の 副会長としては ， 3 回目の選挙で 八木国夫第 7 部会員が選ばれた。 新三役 

による就任挨拶があ って，第 1 日目の総会は 終わった。 終了後ただちに 各部会が行われ ，各部の 

部長，副部長，幹事が 選ばれた。 別表に第 13 期役員の氏名・ 所属部・関連 研 連を示す。 

  

  

  

 
 

 
 

 
  

 



  

0  第 12 期活動報告など 

2.3 日 ( 火 ) 10:00 ， 2 日目の総会が 始まった。 初めに塚田裕二第 12 期会長から第 12 期における活 

動報告がなされ ，若干の質疑を 経て承認された。 近藤会長から 第 12 期会員の活動に 対して感謝の 

意 が表され，盛大な 拍手が塚田双会長に 送られた。 続いて，今期の 会員推薦管理会から 小谷正雄 

委員長の代理として 推管 室長が推薦を 決定する立での 経過報告を行った。 提案審議に入り ， 「 第 

m3 期活動計画委員会の 設置及び各種委員会の 当面の措置について」を 各部に審議付託し ，明日の 

総会で審議する 旨 ，近藤会長から 発言があ った。 

0  第 13 期活動計画委員会の 設置及び各種委員会の 当面の措置について 

24 日 ( 水 ) 10:00 ，定刻どおり 3 日目の総会が 始まった。 まず，第 13 期活動方針の 立案を目的 

とする臨時の 委員会として 活動計画委員会を 次の総会までの 間設置するという 議題が，各部での 

前日における 検討を経て，近藤会長に よ り原案が提示され 審議された。 委員会の構成，開催回数， 

運営の仕方等についての 質疑が活発に 行われた後，第 3 部会員からの 修正提案，すなわち 原案に 

おける名称及び 目的のところを「第 13 期の活動に関する 基本的計画を 立案するため ，日本学術会 

議決第 15 条の 2 に基づく臨時の 委員会として ， " 第 13 期活動計画委員会 " を第 99 回総会までの 間 ， 

設置する。 」 とい 5 よう に修正する案がまず 可決された。 また， 代理あ るいはオブザーバーも 委 

員会出席が可能 E なる ょ 5 に明記すべきであ るとい 5 意見もあ ったが，委員会の 運用に当たって 

その趣旨が生かされれば ，特に修正提案はしない 旨の発言があ り，了承された。 その後，それぞ 

  

れの常置委員会の 業務等で緊急を 要するものは 暫定的に会長と 副会長が処理すること ，国際協力 

事業特別委員会に 限り暫定的に 従来どおりの 構成に基づいて 設置することを 含めて，議題全体の 

採決に入り，圧倒的多数で 可決され，第 3 日目の総会は 終了した。 こうして 第 1.3 期の活動は始ま 

った 。 会員の出席率 は 第 1 日目 94.8%, 第 2 日目 95.2%, 第 3 日目 95.2% であ った。 

0  総会の横顔 一 総理大臣による 任命式など 

第 98 回総会に先立ち ，第 13 期日本学術会議会員の 任命 式が 7 月 22 日 ( 月 ) 11:10 から総理大臣官 

邸ホールで行われた。 新会員予定者は 一旦総理府の 講堂に集合し ，それから 5 台の " ス に分乗し 

て官邸に到着した。 辞令交付 は 各部別 E 行われ，まず 第 1 部の氏名が順次読み 上げられ，部を 代 

表して中川秀 恭 会員が中曽根康弘内閣総理大臣から 辞令を受領した。 以下 2 ～ 7 部の会員に対し 

ても同様に辞令交付が 行われた 02 ～ 7 部の代表者は 次の方々であ った 02 部一小山昇， 3 部一山 

城章 ， 4 部一波 逼格 ， 5 部一松本正， 6 部一三村耕， 7 部 一 亀谷哲治。 その後，総理大臣から 第 

13 期会員に対する 期待をこめた 挨拶 と ，最年長の中川第 1 部会員が会員を 代表して国民の 期待に 

応えたい旨の 挨拶があ り， 11:38 任命式は終了した。 なお， 出席会員 は 196 名であ った。 

23 日には，午後の 各部会終了後 18:00 から，藤波内閣官房長官主催による 歓迎パーティーが 総 

理 府の講堂で行われた。 松永文部大臣，伏見・ 久保元学術会議会長，和達元学士院長，小谷推薦 

管理会委員長竿 も ，新会員とともに 招待され，出席された。 藤波官房長官の 挨拶で始まり ，学士 
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院からほ有沢学士院長の 代理として木村先生による 祝辞，近藤会長によるユーモア たっ ぶりの答 

礼の挨拶と続き ，増田学術振興会会長の 乾杯の音頭で 招宴が開始された。 各所で活発に 歓談が行 

われ，友好的雰囲気の 中で盛大な パ ）ティーを閉じた。 

会 長 
自然科学部門 

人文科学部門 副 会 長 副 会 長 

近 藤 次 郎 中 川 秀 恭 八 木 国 夫 
(5 部・経営工学 ) (1 部・宗教学 ) (7 部・生化学 ) 

  

  

  

長 部 副部長 幹 事 幹 事 黒歴 部 1 寛学 ） 山羊 輝文 （ 田俊 史 沢恒 信 学 ) 

小林孝輔 谷川   架彦 室井 カ   
亜目 

置塩 信雄 染谷恭次郎 藤井 隆 
                        学 )( 経済理論、 lf)( 会計学 0( 経済政策 ) 
  有 馬 朗 人 大 木 道 則 部 波 （ 田化 丸 識 三学 ） ( 分子生物学 違 格 )  ( 物理学 )  ( 科学教育 ) ） 部 博学 5 藤 り 室戸 高工 % 雄 （ 米材 回籾 事二 夫 学 ） 瀬報 工 源開 発 梅 工学 太郎 ) 

耕   江川友治飯田 格   日比谷 京 部 6 三村 ( 農業総合科学 )  ( 土壌肥料学 0  ( 植物防疫 )  C 水産学 ) 
高久史麿 継 部 和 7 間 理 三科 郎学 ） 晴 施薬 ） 目今 共 学 ) ( 血液学 ) 

人類の永続的繁栄のために 創意を 
一日本学術会議第 99 回総会報告一一 

日本学術会議広報委員会 

日本学術会議第 99 回総会 ( 第 13 期・第 2 回 ) は， 10 月 日の 3 日間開かれ，今期の 活動計 

画並びに f 常置委員会・ 8 特別委員会の 設置を決定した 0 

第 1 日，午前。 まず会長ょ り ，第 13 期活動計画委員会などの 諸委員会が設置されたこと ，科学 

技術会議・日本学術振興会などに 関係する諸事項，及び 本会議が主催した 国際的学術会議に 関す 

ることなどが 報告され，続いて 広報委員会・ 財務委員会などに 関する諸事項がそれぞれの 担当者 

から報告された。 

活動計画案・ 委員会設置案の 提案 

諸報告の後，引き 続き近藤会長が「第 13 期活動計画 ( 案 ) 」並びに委員会の 設置に関する 3 つ 

の 提案について 提案説明を行った。 第 13 期活動計画は ，全学問的視野に 立つこと， 研連 活動を強 

化すること，国際協力を 拡大すること ，創造性豊かな 研究を発展させること ，という 4 つの視点 

に立って立案されており ，今期の活動の 重点目標として ㈲人類の福祉・ 平和及び自然との 係 わ 

りにおける科学の 振興， (2 側道性豊かな 基礎的研究の 推進と諸科学の 整合的発展， (3@ 荷研究の 

国際性の重視と 国際的視野の 確立，の 3 つを掲げているひまたさらに 今期中に報告・ 提言などの 
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